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今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

投業形態・ア

ド パ イ ス

等

各クラスで行う工斉授業です。迫宜グループ学習やペアワークを取り入れて行います。予習として、踏
ず教科書を読んで、投業に参加してください。定期的に課題を提出してもらいます。

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

地理・歴史科 日本史探究 (日 本史探究) 3 教科書『辞説 日本史』(日探 705)山川出版社

学習の

ねらい

我おぐ国の歴史について、資料を活用し多面的 `多角的に考察する力を身に付け、現代日本の諸課題を見いだして、
その解決に向けて生涯にわたって考泰、構想することができる資質 '能力を育成する。

学習の劉違目標

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ,課題を追究したり解決したりする活動を通して,広い視野に立
ち,グローパル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の有為な形成者に撻要な公民と
しての資質・能力を育成することを目指す。

評価の観点 矢口説・技能 主体的に学習に取り組む鱚度思考・判断・表現

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

我が国の歴史の展開に関わる諸

事象について,地理的条件や世界の

歴史と間違づけながら総合的にと

らえて理解しているとともに、諸資

料から我が回の歴史に関する様々

な情報を通切かつ効果的に調べま

とめる技能を身につけるようにす

る。

我が目の歴史の展開に関わる事

象の意味や意機、伝統と文化の特色

などを、時期や年代、推移、比較、

相互の間違や現在とのつながりな

どに着目して、概念などを活用して

多面的・多角的に考察したり、歴史

にみられる課題を把握じ解決を視

野に入れて構想したり、考察、構想

したことを効果的に説明したり、そ

れらをもとに議論 したりする力を

楼う。

我が回の歴史の展開に関わる結事

象について、よりよい社会の実現を

視野に課題を主体的に探究しようと

する態度を養うとともに、多面的・

多角的な考察や深い理解を通して涵

婆される日本国民としての自党、我

が国の歴史に対する愛情、他国や他

国の文化を尊重することの大切さに

ついての自党などを深める。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

・概念や理論について理解するカ

・情報を通切かつ効果的にまとめる

カ

・多面的・多角的に考際し、判断すら

「

「

カ

・構想したことを議論したり表現す

るカ

課題解決カ

・粘り強く取り組むカ

・自らの学習を調整するカ

主な

評価方法

定期考査 課題 観察
ペアワーク等

定期考査 レポート 発表 課題取組状況 ノートやレポートの
記述

投業中の発言 生徒占己評価と相互
評価

学翔 学習内容
知強・技能 患考・判断 1表現 :主体的に学習に取り組む億慶

日本文化のあ

けtFの

第 2章 古填とヤマト
政権

立と変暮を大睦との影響に若日kして

理解している。

国家の形成、古墳文化、推吉天皇らの

政権運営や薇鳥文化について、中国大

陸。朝鮮半島との間違などに岩日して

理解している。

1弥生時代士での生活について考案し、

十表現している。
1中国の歴史書や国内外の史料に基お

|いて日本と中印大陸や朝鮮半島との関
1係から、当時の日本の様子について者

| かにしようとして、ヽる

'中

国大腟・朝鮮半島とのBほ係などに着

1日 して、古墳時代や推吉朝の政治や文

1化の展開についての課題を主体的に追

I 究しようとしている。

とにして、Iロ孝古資料を

黎し、表現している。

その特てヽ、旧石 1い弥生文化の成

律今回家の形

成

第4章 貴族政治の履

開

晴・唐など中国工朝との関係や文イじの

影響などに岩目し、理解している。

・律全体制の変暮と紙閲政治と回風文化

についてその特徴を理解している。

I操電を主体的に追究しようとしてぃる。

十平安時代の地方の動向が政治や社会

|に与えた影響を明ら,ヽにしようとしてい
Iる。

の とその展開について、

1考票し、表現している。

開に関す

奈営と 時代史平

る律◆体制の目向に注 し 晟

1し

|の影零を曼けた天平文化について考察

1日 し、平安時代の政治や文化について

し、根争艇を示して表現している。

国際関係の変化や浄上信仰などに着



|る間を表現し、地究しようと

梶皇猛士乾嵐罷孝
て`

の武士 台と

している。ら の時代のし 古代か 中世ヘをみ 考察綱ペを 古代か 中世のら 回清資岩に 、
世の特色中て い歳現ししててヽ、転換につし 根手担を示て ヽ る。窯・社会の査暮を理解し

武士 る。な情報を統み取り諸資料から様々
てヽ 多の土地支配の持つ薄味につヽて るヽ。 武士について理解しの政治進出

て ヽヽる。的にな麻し、表現し面的、多角

としている。

に追

シア来諧 ・元な

てtiつ 主体的文化への影響を示 に追究て考 し、黎 様換つ して 文化の特徴につてヽ理解やその時代の文化に
しようて t る。して表現しる。

治的運営が白した村の成立tξ し 室町時代に:こ るよ 兵強 策 日岩戦 大回 名 宙てヽ文化つ し民の文化に民の活動や庶庶
Z に異うI=現代社会 けるお う0 どのよ自つ て清資料か領 国て、 統治の特色にを大名の登場′

`｀

どの地方伝持や戦国
してと究 うしよ々か 主体的′

`｀

るるヽ。て七し、ら考藤 表現し関連付けて理解している。
ると

立

第7章 武求政権の成

長

が7ジ7に与
に考

:こ

― ロや的 ツ日の 徹豊政権
に追究しし 主体的つ もI= てヽ考察画期えた影響な常ヾ国の進出の形成に秩序 る請資料か関す ら追切に

しようと ている的面 熊し、多てヽrにつヽ 多 的角時代の社会の構江戸情根を協み取り、
発達・流通の やお:こ けら交通十近世前期ている。表現しを造 している。理解

つ ヽヽ て その発達なの どの様相業産を出されたt嶺 踏し 戦乱のない時代が創日の担七ヽ手に注の市 発連と 1ヒ都 文
ていから しよ:こ ヒう し晟 明をたし 推移やの うよ 化に変つ え人々まと特徴な1ヒ rに 意由おtrの世紀の文7て

る。るヽ。てしを票し、のかを 寂現して tじ るヽ。、理解史料を読み取りて

第9章 幕導体制の成

立と晨蘭

8

主体的に追究しよ

下史rのえ
つI=変化を情報 や幕府1と 清基の攻策のら協み取れるつ てヽ 祐資料か日リ 二大改革や料から情報を統み取

てしし る`。うとて、てしるし表現とに考察し、もて tについて理解しの諸政策の意義沼
ヒ1ヒ 近代

'ス

降に形成された文近世後期てしと影響などに岩日国際情勢の変化る。
てヽうながりをの関係性につの文化とつ てヽど して 峯府政治の勁補ヒ消器の動向に文化のと に岩政治経済 関係な

て t る。とし出そう見考察し、表現している。てヽ理写 世紀初期の経済や文化につヽ

て るヽ。解し

に着日して幕落体制の崩娘と新政権の

成立と中央集権化について理解してい

る。

1催新期の口本の課題を考察し、表現し

|ている。

1躍警訂;辮認雄

の学習へのつながりを主体的に見出そ

うとしている。

白歯民権通の展開通程を考要したうえ

で、立恵政治の導入がもたらした操鷺

を主体的に追究しようとしている。

幕末ど
近代

をもとに自由R権連動の展開や

大ロホ帝国恵法の制定・造会開11にい

ている。

じ

ついて考麻し、歳現している
`

代ヽ

第12幸 近代回窯の

成立

第 H

五程について曽資料をもとI=理解して

七ヽる。

産業革命の展開について逮切に情報t
読み取り、地増社会においてお

=た
推

会間4について理解している。

近隣曽回氏が日本の対外姿勢をどの

ように受け止めたかを■黎し、歳現して

いる。

都市の発注や生活の変化など地域■

会の査春について多角的に考察し、表

現してヽ る`.

どのような注味をもつたかについて考察

し、地究しようとしている。

明治畑の文化に関わる政府F国民の動

向を考察することにより、明治文化の特

色を主体的追究しようとしている。

本の近代化においてまえ、大戦中の日日 る

展開

第14幸 近代の社会と

生活

近代回 の

こと

ら太平洋戦争にいたら過程
第ニ

大戦の展開に
第二次世界大戦期の回

のや州手褒国内関体にとの

てじを通 軍部の政治開を考察する
=)t
rに てヽな 多角的出部の政治的進てヽ理てし 国際間体に,Lと日 恐慌岩

に追台的 らした操題を主体的頭がもたて るヽ。ている。し解
:= している。とつ 七ヽ て 本日 究しようrに岩罠生活の影響なと国戦争の推移
日のと晨 中戦争かお 窯体制機的な回次世界 ける全体主てし 戦時体制の強化と目

をとを 泰するこ 通てし 日や ホ政府の対A 考し示 表現てにつ てヽ寺票し根撫をつ し るヽ。てしてヽ理解
際関係にじてるヽ。
しと てうを追究しよ主体的イ繰題Iついて

iいる。

次世界大戦

第 15

済の変化について史料から統み取り、

サンフランシスコ平和条約胡印による

日本の主程回復の意機について理解し

てぃる。

冷戦やグロrバル化の進展の影響など

に若日し、白本の経済成長や高度成長

期の国民生活の変化について理解して

策に基づくとともに、戦争に対する日本

薗民の反省に支えられつつ、実施され

たことについて考黎し、表現している。

日本が石油危機t乗り越えて経済大回

となつた晏四について多面中・多角的

に考黎し〔その結果を表現している。

安定化を考森することを通して、独立後

の国内政治について主体的に操題を

見出そうとしている。

々戦終結後の回藤社会において日本が

どのような役割 果々たしてきたのか、自

ら採Hを見出して主体的にと究しようと

している。

日占蝋攻
占

七ヽる。

本

第17章 高茂経済成

長の時代

第18章 激動する攻昇

と日本

16章 下の日

構考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

地理・歴史科 日本史探究 (日本史探究) 3 教科書『詳説 日本史』(日探 705)山川出版社

投業形態・

ア ドバイス

等

各クラスで行う一斉授業です。通宜グループ学習やペアワ‐クを取り入れて行います。予習として、盤

ず教科書を読んで、投業に参加してください。定期的に課題を提出してもらいます。

学習の

ねらい

我が国の歴史についてt資料を活用し多面的 ,多角的に考察する力を身に付け、現代日本の諸課通を
見いだして、その解決に向けて生涯にわたちて考察、構想することができる資質・能力を育成する。

学習の到違日標

社会的事魚の歴史的な見方・考え方を働かせ,課題を追究したり解決したりする活動を通して,広
い視野に立ち,グローパル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の有為な
形成者に盤要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。

評価の観点 知識・技能 i   思考 ,判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

我が回の歴史の展開に関わ

る諸事象について,地理的条件
や世界の歴史と関連づけなが

ら総合的にとらえて理解 して

いるとともに、諸資料から我が

国の歴史に関する様々な情報

を通切かつ効果的に調べまと

める技能を身につけるように

する。

我が国の歴史の展開に関わ

る事象の意味や意義、伝統と文

化の特色などを、時期や年代、

推移、しヒ校、相互の関連や現在

とのつながりなどに若日して、

概念などを活用して多面的・ 多

角的に考案したり、歴史にみら

れる課題を把握 し解決を視野

に入れて構想したり、考察、構

想したことを効果的に説明し

たり、それらをもとに議論した

りする力を碁う。

我が国の歴史の展開に関わる

諸事象について、よりよい社会

の実現を視野に課題を主体的に

探究しようとする態度を基うと

ともに、多面的・多角的な考察や

深い理解を通して瀬基される日

本国民としての自党、我が回の

歴史に対する愛情、他国や他国

の文化を尊重することの大切さ

についての自党などを深める。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との間違

・概念や理論について理解する

カ

・情報を通切かつ効果的にまと

めるカ

・多面的・多角的に考察し、判断

するカ
,構想したことを議論したり表

現するカ

・課題解決カ

・粘り強く取り組むカ

・自らの学習を調整するカ

主な

評価方法

定期考査 課題 観察
ペアワーク等

定期考査 レポ… 卜 発表 課題取組状況

卜の記述

投業中の発言

相互評価

ノートやレポー

生徒自己評価と



日標

知識・故能 患考・判断・表現 主体的 に取り組む学期 学習内容

文化め成立と変容を大睦との

影響に着目kして理解してい

る。

・国家の形成t古墳文化、推吉

天皇らの政権運営や飛鳥文

化について 中ヽ国大睦・朝鮮

半島との関連などに若日して

理解している。

文化から弥生時代までの生活 I

について考泰し、表現してい 1特

色を明らかにしようとしてい

る

る。               |
中国の歴史書や国内外の史

「中国大睦
・朝鮮半島との関係

などに若日して、古墳時代や

料に基づいて日本と申国大陸 |

推吉朝の政治や文化の展開

や朝鮮半島との関係から、当 |についての課題を主体的に追

時の日本の様子について考
|

1 究しようとしている。

・旧石器文化。縄文 化・弥生 原始の各文化について、その考古 をもとにして、旧石器

泰し、表現している。

第 1幸 日本文化

のあけと言の

第 2尊 古墳とヤ
マト政権

ついて、晴・唐など中国工期と

の関係や文化の影響などに

若日し、理解している。
,律谷体制の変容と授関政治と

回風文化についてその特徴を
理解している。

盛唐文化の影響を受けた天

平文化について考泰し、根撫

を示して表現している。

・国際関係の変化や浄土倍仰

などに若日し、平安時代の政

治や文化について考泰し、泰

現してヽ`る。

治の動向に注目し、律今体制

の展開に関する課題を主体的

に追究しようとしている。

・平安時代の地方の動向が政

治や社会に与えた影響を明ら

かにしようとしてヽ`る。

の政律今体制に く土地制度や ,平城京の追営と奈の成立とその展開に

の形  成
第4幸 貴族政治

の展開

第3 伸各国家

などをもとιこt諸資料を調べ、

古代から中せの国家・社会の

変容を理解している。

講資料から様 な々情報を読み

度の仕組みを考察し、古代か

ら中世への時代の転換につい

て、根拠を示して表現してい

る。

武士の土地支配の持つ意味IF

を通観する間を表現し、追究し

ようとしている。

・古代とめ七ヒ軟などを通して、中

世の特色を追究しようとしてい

る。つ と`  I・

土地制 ト貴族 会や土地制 武士の台頭の景気や度の変 1・
色について時代

取り、武士の政治進出に

て理解している。 |ついて多面的、多角的に考察

|し、表現している。

府の特徴やその時代の文化に

ついて理解している。

・庶民の活動や庶民の文化につ

いて文化の地方伝播や戦回

大名の登場などを関連付けて

理解している。

に関わる文化の特徴について

考察しi根拠を示して表現して

いる。

・戦回大名による富回強兵策に

若日して、領回統治の特色に

ついて諸資料から考察しヽ 表

現している。

と経済や文化への影響につい

て、主体的に追究しようとして

いる。

室町時代に成立した村の自:治

的運営が現代社会における自

治とどのように異なるかを主

体的に追究しようとしている。

来・元などユーランアとの交流か 鎌倉 と室町幕 配と両者と公家のニ

の成立

第7章 武家政権

の成長

6幸

建的身分秩序の形成に関す

る諸資料から通切に情報を読

み取り、江戸時代の社会の構

造を理解している。

都市の発逮と文化の担い手に

ヨーロッパ諸国の進出がアジ

アに与えた影響などについて、

多角的,多 面的に考察し、表

現している。

・戦乱のない時代が創出された

幕導体制が確立する過程おけ

る様 な々画期について考察し、

主体的に追究しようとしてい

る。

・近世前期における交通・流通

の発注や産業の発達などの

様相についてtその推移や展

開を明らかにしようとしてい

る。

化と特 1意義を踏まえ人 の々意識がど

を読み |のよう|こ変|ヒしたのかを考黎

|し、表現している。

の諸政策の目的や、制下の支配体制や封

注目して、17世紀の文

徴などについて、史料

取り、理解している。

第9章 幕藩体制

の成立と展

開

幕第 8

開け

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

投業形態。ア

ド ′` イ ス

等

各クラスで行う一斉投業です。迫宜グループ学習やペアワークを取り入れて行います。予習として、踏

ず教科書を読んで、投業にみ加してください。定期的に課題を提出してもらいます。

教科名 科日名 (校内名称) 単位数 教 材

地理・歴史科 世界史探究 (世界史探究) 3
教科書『詳説 世界史』 (せ探 701)山川出版社

学習の

ねらい

社会的手象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グ

ロエパル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に挺要な公民としての資

質・能力を有成することを目指す。

I 学習の到違目標
① 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について,地理的条件や日本の歴史と間違づけながら理解する
とともに,諸資料から世界の歴史に関するさまざまな情報を通切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるよう

にする。

② 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義,特色などを,時期や年代,推移,比較,相互の関
連や現代世界とのつながりなどに若目して,概念などを活用して多面的・多角的に考泰したり,歴史に見られる課
題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や,考察,構想したことを効果的に説明したり,それらを基に議

論したりする力を楼う。

③ 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について,よ りよい社会の実現を視野に瀬 を主体的に探究し
ようとする態度を楼うとともに,多面的。多角的な考察や深い理解を通して涵桂される日本国民としての白覚,我
が回の歴史に対する愛情,他回や他国の文化を単童することの大切さについての自党などを深める。

評価の観点 知識・技能 i    患考・判断・表現    i  主体的に学智に取り組む態皮

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

世界の歴史の大きな粋ηBみ と展開に関

わる諸事象について、地理的条件や

日本の歴史と間違付けながら理解し

ているとともに、諸資料から世界の

歴史に関する様々な情報を追切かつ

効果的に調べまとめる技能を身に付

けるようにする。

時期や年代、推移、比較t相互の関

連や現代世界とのつながりなどに若

日して、概念などを活用して多面的・

多角的に考藤しiた り、歴史に見られ

る課題を把握し解決を視野に入れて

構想したりする力や、考察t構想し
たことを効果的に説明したり、それ

らを基に議論したりする力を基う。

の実現を視野に課題を主体的に探究

しようとする態度を基うとともに、

多面的 ,多角的な考泰や深い理解を

通して油楼される日本国民としての

自覚、我が回の歴史に対する麦情、

他回や他国の文化を尊重することの

大切さについての自党などを深め

る。

きな枠組みと展開に関 l世界の歴史の大きな枠組みと展開に関

わる事象の意味や意義、特色4どを、| わる諸事象について、よりよい社会

有てたい生徒像

(資貰・能力)

との間違

・概念や理論について理解するカ

・情報を通切かつ効果的にまとめる

カ

・多面的・多角的に考察し、判断する

カ

・構想したことを議論したり表現す

るカ

・操題解決カ

・粘り強く取り組むカ

・自らの学習を調整するカ

書平価方法

主な

定期考査 課題 観察
ペアワーク等

定期考査 レポート 発表 課題取組状況 ノートやレポエトの
記述

投業中の発言 生徒自己評価と相互
評価

学珀 学習内暮
学習め到進日程・

知説・技能 思考・判断。表現 I主体的に学習に取 り1

前
期

第 I章文明の成立と

吉代文明の特質

オリエント文明,インダス文明,中

学文明などを基に,古代文明の

歴史的特質を理解している。

古代文明に関わる結■象の背景や原因,結果や影響,■ |

象相互の関連などに着日し,主題を設定し,諸資料をしヒ I

故したり関連づけたりして説み解き,自然環境と生活や文 |

化との関連性,農糾・牧宙あ意機などを多面的・多角的に
|

考麻し,技現している                !

「古代文明の出現」の

内暮に対しt,見通
しをもって学習に取

り組もうとしている。

第 2■中央ユーランア
と点アジ7世昇

第 3章由アジア世界と

東南アジア世界の晟

岡

・秦・ヽ澳と遊牧国家,唐と近隣緒回

の動向、仏教の成立とヒンドウー

教,由アジアの情国家などを基

に,彙アジアと中央ユーランア、

由アジアの歴史的特質を理解し

ている。

・泉アジアと中央ユーランア、由アツアの歴史に関わる諸事

焦の背景や原因,結果や影響,事象相互の間違,構地域

相互の関わりなどにを目し,主題をは史定し,諸資料を比校

したり間違づけたりして読み解き,唐の統治体制と社会や

文化の特色,唐と近隣常回との関係,遊牧民の社会の特

徴と周辺情地域との関係、由7ジアにおける宗改や文化
の特色などを多面的。多角的に考泰し,表現している。

「泉アジアと中央ユ…

ラシア」とr由 アジ

ア」の内審に対して,

見通しをもつて学習

に取り組もうとしてい

る。



キリスト散とイスラームの成立と

それらを基盤とした回票の形成

4rtとに,西アジアと地中海周
辺の歴史的特質を理解してい

る。

囲,結果や影響,事患相互の間違,情地域相互9関わり

などに岩日し,主題を設定し,清資料1出敬したり四違づ

けたりして流み解き,西アジアと地中浄厠速の緒回窯の社

会や文化の特色,キリネト教とイスラームを善録とした回

辺」の内暮に対 し

て,見通しをもって学

習に取り組もうとし

ている。

「 西のと地中海周

多面的'多角的に考案し,表現している。

4

海周辺の国家形成

第 5幸イスラーム牧あ

成立とヨーロッパ世界

の形成

の伝器、ヨ
ユロツパ封建社会とそ

の展開などを基に,海城と内陰

にわたる情地域の交流の広がり

を構造的に理解している。

果や影響:■ユ相互の間違・構地域相
互のつなおtりなど

に若日し,主題を設定し,構資料を比較したり関連づけた

りして統み解と,構地域へのイスラームの拡大の要因やヨ

rロッパの社会や文化の特色4どを,面的・多角的に考

大と繁栄」や「中世

ヨーロッパ」の内容

に対して,見通しをも

,て学習に釈り組も

うとしている。

スラーム イスラ,結

票し,表現している。

第 6章イ

伝播と西アジアの動向

第 7■ヨーロツパ世界
の査客と展開

ジア浄増での交B輿隆,明と日

本・朝鮮め動向,スペインとポ
'″

トガルの活動などを基に,海域と

内陸にわたる清地域の交流の広

力tりとヨーロツパの進出を構造的

果や影尋,事象相互の関連,議地域相互のつながりなど

にオロし,主題を設定し,講資料を比敬したり間4づけた

りして協み解き,中国社会の特徴やモンゴル帝国が果た

した役割やアジア海歳での交Bの特徴・
ユエランアとアメ

リカ大睦間の交らの特徴とアメリカ大睦の査審などを多

モンすル帝国」とに大

交う時代と世界の

一体化」の内容に対

して,見通しをもつて

学習に取り組もうと

してヽ るヽ。面的・多角的に■寒し, てとヽる。

変春と,舶おtり 1こ B電7

に理解している。

晨開とモンゴル帝回

第9奪大交B'大交流

の時代

第B章点

と日本・朝鮮などの動向や宗教

改革ヒヨーロツパ清回の抗争,大

西洋三角貿易の展開,科学革命

と啓蕉患構を基に,アジア曽地

域の特賞や主権国家体制形成

と地球規模での交Bの拡大を構

造的に理解しているぅ

の背景や原因,結果や彰審,手象相互の間違,構地颯相

互あつながりなどに岩日し,主題壱設定し,構資料を此枝

したり間違づけたりして統み解き,結帝国の続治の特徴,

ァジア清地域の経済と社会や文化の特色,日本の対外関

林の特徴や宗教改革のな機1大西洋両岸請地域の経済

的準関の特徴;主権国家の特徴と経ォ活動と,関連,F
―ロッパ社会や文化の特色などを多面的・多角的に若黎

繁栄」や「主権国家

体制の形成と地球

規模での交Bの拡
大」の内容に対 し

て,見通しをもって学

習に取り組もうとし

てヽ`る。

rュ_ 回のに関わ

し,表現しているi

国の紫来

第 11章近世ヨーロツ
パ世界の動向

第 iO

代民主主儀社会の形成や国際的
|

な分業体制と労働力の移動,イギリ
|

スを中ミとした自由貿務体制・
アジ i

7構回の権民地化と諸改革を構造 |

て i

的に考要し,

と近代社患アジア講回踵と環大
や 世ネ†会の形成」事阜相結果や影響の動向に関わる情■象の背景や原因ム , 詢ユヒ戦争のズ主義とナショナリ
とアジア構国嬌の形成を投主題′

`｀

どにつなおtり 目者 し,構地増相互の互の間違 ,労働カ展開や国際的な分業体制と
の 暮に内 対の査暮し 産業t りた づけた関連 り て読み解空静資料 しヒ校し定した 由 し ,イギt をス 中1哺と 白勁 ,の

`移
りナ 見通しともつて学習とナショ由主嶺自義 ,革命や環大西洋率命のt味や意め植アジア請回 民地化B体出l,貿

してとを 取tt 組 うも労働力の移動ム ユヒ由 メ「)カ大催の変暮や、アズ の特徴 ,園窯と近民どを基に, 園と情改革な
る。スの覇権の特徴,イギリ アジア諸国の査暮の地域妻因i促す

ている。表現しどを多 多角的的な特徴な

的に理解している。

産業革命と環大西洋

革命

第 13幸

イギリスの任位と哄米

国民国家の形成

12

の抗争,

的に考

と世 界 分互 の統治再編情地蝦廂象相互の間違〕事景や原の背 結果や影響,口 ,どをなアツ7諸国 単の交
」た 劇の進行 の内容に対L故しをの つ 主題 定しを投 結資料ながりなどに若 し,ショナリナに ,基 世界分割の進展と

てし をもつて学見通し列世罪経済の構造的な変化,して読み解きりり間違づけたてしズ tり 繊 的に理解しムの高よ
てナショ 組もう:こ取り しと習アジア情国の強の帝国主義政策の共通点と相遠点,る。

て七 る表現しズ 的多面 多角 し,麻ナリ ムの特徴などを

る。

・アフと タフ

7ジア清地域の動播

第

15章

帝国主義とアジアの民

族工働

i4

アメリカ

I=

基に,

を構造的に理解して

展 講地域の変客」開との 因,結果やる油事患 背景や原ワシン の形成,ユ トン体制ェルサイ 酪協胡体制の動器に問わ
ロ や 回隠協胡体制のrit着祐地域相互のつながりなアジア・アフ 事魚相影響, 互の間違,合衆国の台頭j

世と動船 第 界 大て読し 次関連づけたを講資料 したり比破し し, り主題を設定りとナジョナ 世幕ズムや、り力の動向
の に て対 しメ7 り 内春戦障協協主義の性格,回ムズ 向の動 ェルサヴ み解と第一次世暴大戦後のアン器慌とフ

てし見通 をも 学習ズり ムのリカのアフ ナショナアジアカ合衆回の台頭の長因,ユイ シ ンワ ン体制の動播などをト
てし るもうと取り組窯の対A策の共通点と相違る清園世界赳慌に対す性格や諸蘭と世界大戦の農第一次

かう国際関係のズフアン 二次世ネ大戦に向ムの特徴, 第点 ,と対張暮、地端の変 回瞬関係の熙
ていると表現しに考黎しrを 的・ 角多 的変化の要因な 多るヽ。立

第一次世ネ大戦と世

昇の査暮

第 17章

第二次世ネ大戦と新し

い回縣秩序の形成

16

に取どに着

間違づけたりして協み解き,国際連盟と国際違全との共通

点と相遠点,先進国による経済援助や欅済`の出長が見られ

第ニ

的に

界のせ と1と冷戦紛争・と

に対 し内審の史の歴 的 慶」に問わる講事皐高学技術の と舶曲基盤社会度化の独立と地域連携力笛口アフリ7
て をもっ見通し 習て学互 の清地域相事象相互の間違,景や原背 結果や影彗,口 ,と多極化のと晨平和共存の動き

いて組 もり しうとしたをL紋 りつ な 工斑 設定しを 結資料な お゙り し;原と由〕ヒ問題〕先進国の経済成長
る。

の利カ どを用な 紛争解決とに子
r冷戦の変 終結と暮・の足工のりの取 格差組みと繰題
経済のグロ バテレ1ヒ」学技術のの科 化 と高度次世ネ大戦後地域の特徴,た会のれ出基盤壮と採題 ,取り組み

て容の内 し 見通に対と 多面的どを 角多・社会の変化 の関連柱なるヽ。てし 政治 !経済雇岡と繰鳳を理解し
てをも 習学 り:こヨ又しるヽ。てヽ表現し考謀し,

i組もうとしている。

冷戦と第二世界の台

頭

第 19章

府戦の終結と今日の

世ネ

18■

倍考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

授業形題・ア

ド バ イ ス

等

各クラスで行う一斉授業です。通宜グループ学習やペアワークを取り入れて行います。予習として、雖

ず教科書を読んで、投業にみ加してください。定期的に課題を提出してもらいます。

柵 名 科目名 (校内奉称) 単位牧 教 材

地理・歴史科 世界史探究 (世界史探究) 3 教科書『辞説 世界史』(世探 701)山 川出版社

学習の

ねらい

社
ilる,質ξ二馨郵騨

期紹銘解潔廃脇 平黎 Tttq
I 学習の到建目標
① 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について,地理的条件や日本の歴史と間違づけながら理解する
とともに,諸資料から世界め歴史に関するさまざまな情報を追切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるよう
にする。                                  !
② 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意携,特色などを,時期や年代,推移,比較,相互の関
連や現イ代世界とのつながりなどに岩日して,概念などを活用して多面的・多角的に考泰したり,歴史に見られる課
題 把々握し解決を視野に入れて構想したりする力やっ考泰,構想したことを効果的に説明したり,｀それらを基に議
論したりする力を婆う。

③ 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象にっいて,ょ りよい社会の実現を視野に組 を主体的に探究し
ようとする越度を基うとともに,多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵善される日本国民としてあ白覚,我
が回の歴史に対する愛情,他回や他回の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深めると

評価の視点 知識 ,技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

界の歴史の大きな枠組みと展開

に関わる諸亭象について、地理

的条件や日本の歴史と関連付け

ながら理解しているとともに、

諸資料から世界の歴史に関する

様々な情報を通切かつ効果的に

調べまとめる技能を身に付ける

ようにする。

に関わる事象の意味や意義、特

色などを、時期や年代、推移、比

較、相互の関連や現代世界との

つながりなどに若日して、概念

などを活用して多面的・多角的

に考案したり、歴史に見られる

課題を把握し解決を視野に入れ

て構想したりする力や、考察、

構想したことを効果的に説明し

たり、それらを基に議論したり

界の歴史の大きな枠組みと展開

に関わる諸事象にういて、より

よい社会の実現を視野に課題を

主体的に探究しようとする態度

を装うとともに、多面的・多角

的な考察や深い理解を通して涵

基される日本国民としての自

党、我が国の歴史に対する愛情、

他回や他国の文化を尊重するこ

との大切さについての自党など

を深める。

する力を う。

と展開界の歴史の大きな

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

'概念や理論について理解する

カ

・情報を通切かつ効果的にまと

めるカ

するカ

・構想したことを議論したり表

現するカ

・粘り強く取り組むカ

:自 らの学習を調整するカ

・多面的・多角的に し、判断

主な

評価方法

課題取組状況

卜の記述

投業中の発宮

相互評価

ノートやレポー

生徒自己事7・価と

定期 査 レポ…卜 発表定期考査 課題 観察
ペアワーク等



学習の到造目線

技能 判断 主体的に学習に取り学期 学習内容

明,中学文明などを基に,古

代文明の歴史的特質を理解

している。

響,事象相互の間違などに岩日し,主題を設定

し,諸資料を此較したり関連づけたり
iして統み解

き,自然環境と生活や文化との問逸性,農耕・牧

宙の意義などを多面的,多角的に考泰し,表現し

ても`る

の内容に対して,

見通しをもって学

習に取り組もうと

している。

ス文エ ン 文明 ,イン に関わる 結果や影

諸国の動向、仏数の成立と

ヒンドウ…執・由7ジアの結

目求などを基に,来アジアと

中央ユーランア、南アジアの

歴史的特質を理解している。

お語手黎あ哲表や庶菌,信泉■影碑i事森担互|

の関連,請地域相互の関わりなどに着日し,主題

をi費定し,諸資料を出被したり関連づけたりして統

み解き,店の統治体制と社会やネ化の特色,唐半
近隣諸国との関係,荘牧民,社会の特徴と周辺

消地颯との関係、由7ジアにおける宗教や文化の

特色などを多面的・多角的に考際し,表現してい

―ラシアことr由7
ジアJの内容に対

して,見通しをもつ

て学習に取り組も

うとしてヽヽる。

にと ―ラシア とと

る。

シアと泉アジア世界

第 3章由アジア世
界と東南アジア世

界の展開

―ラ2

海周辺Jの 内容

に対して,見通し

をもって学習に取

り組もうとしてい

る。

アと地中

国家,キリスト軟とイスラーム

の成立とそれらを基盤とした

回家の形成などを基に,西

アジアと地中海周辺の歴史

的特質を理解している。

景や原因,結果や影響,事4相互の関連,緒地域

相互の間わりなどに着日し,主題をI費定し,講資

料を比様したり関連づけたりして統み解き,西アジ

アと地中海周辺の講国家の社会や文化の特色,

キウスト執ヒイスラームを基盤とした国家,特徴な

と地

どを多面的,多角的に考察し,貌現している。

・西ア 海周辺の ・西

中海周辺の国家形

成

第 5章イスラーム執
の成立とヨ…ロッパ

世界め形成

4

―ムの伝播、ヨrロウパ封建

社会とその展開などを基に,

海域と内睦にわたる諸坤域

の交流の広がりを構造的に

理解している。  i

原因,結果や影響,事象相互の間違,結地域相互

のつながりなどに着日し,主題を惑史定し,諸資料を

比較したり間違づけたりしt流み解き,諸地域令
のイスう―ムの拡大の要因やヨーロツパの社会や

文化の特色などを多面的・多角的に若盛し,表現

している。

拡大ヒ繁栄」や
r中 世コーロツ

パJの内容に対し

て,見通しをもつ

て学習に取り組も

うとしているぉ

イスラ―ム世界の力↑りに 背景や・西ア とイスラ

の伝播と西アジアの

動向

第7章ヨーロウパ世

界の変容ヒ展開

ス

大、アジア海域での交易輿

隆,明と日本・朝鮮の動向,

スペインとポルトガルの活勲

などを基に,海域と内睦にわ

たる結地域の交流の広がリ

とヨーロッパの進出を構造

原因,結果や影響,事象相互の間違,諸地域相互

のつながりなどに着日し,主題を言貴定し,諸資料を

比較したり関連づけたりして統み解き,中国伴会

の特徴やモンゴル帝国が果たした役割やアジア海

戦での交場の特徴,ユーうシアと,メリカ大睦閲

あ交うの特徴とアメリカ大睦の変容・などを多面

とモンゴル帝回」

と「大交易時代と

世界のィ体化 J

の内容に対して,

見通しをもって学

習に取り組もうと

している。的・多角的に者泰し,表現している。

容の背景やに関わるの社会とモン

てヽヽる。

界の展開とモンゴル

帝回

第 9革大交易,大
交流の時代

a革 7

回,清と日本・IB鮮などの動

向や宗教改革とヨ守ロツパ

結回の抗争,大西洋三角貿

易の康開,科学革命と啓黛

患想を基に,アジア結地域

の特質や主権回窯体制形

成と地球規模での交男の拡

大を構造的に理解している。

緒事象め背景や原因,結果や影響,事象相互の

関連,緒地域相互のつながりなどに着日し,主題

を言費定し,諸資料を比較したり関連づけたりして統

み解き,緒帝回の統治の特徴,Tジア諸地域9経
済と社会や文化の特色,日本の対外関係め特徴

や宗執改事の患義,大西洋両岸諸地域の経済的

違関の特徴,主権国家の特徴と経済活動との関

連,ヨーロツパ社会や文化の特色などを多固的・

回の繁栄とや r主

権回家体制の形

成と地球規模で

の交易の拡大 J

の内容it対して,

見通しをもつて学

習に取り組もうと

している。

ユーラシア・西アジアや 7 帝 ヨーロッ′

多角的に考察し,表現している。

帝回の繁栄

第 11章近世ヨー白

ッパ世界の動向

10

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

学習の

ねらい

地理織合の学習によって身につけた資質・能力をもとに,社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ,課題を追究

したり解決したりする活動を通して,広い視野に立ち,グローパル化する回際社会に主体的に生きる平和で民主的な

国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力を養うぅ

授業形態

アドバイス

など

授業形態は,各クラスでの一斉授業となります。迫宜,グループ学習やペアワークを取り入れていきます。積極的に

参加することで思考力や表現力を軽いましょう。定期的に課題も提出してもらいます。年に5日定期考査を実施する

予定です。

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

地理歴史 地理探究 2

新辞 地理探究 (帝回書院)
新詳 高等地図 (帝国書院)
新編 地理資料 2025(と うほう)
データブックオブザワールド2025

地理用語集  (山川出版)
(二宮書店)

評́価の観点 知識・技能 患考・判断・表現 主体的に学習に取り組む題皮

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

世界の生活文化の多様性や,防災,
Ⅲ也城や地球的課題への取組などを理解

するとともに,地図や地理情報システ
ムなどを用いて,調査や諸資料から地
理に関する様々な情報を通切かつ効果

的に調べまとめる技能を身に付けるこ

とぉ中できる。

地審に関わる事象の導味や意義,特 1 地理に関々る諸事象について,よ り
色や相互の関連を,位置や分布,場所ilよい社会の実現を視野にそこで見られ

人間と自然環境との相互依存関係,空 |る課題を主体的に追究ぅ解決しようと
間的相互依存作用,地域などに若日し |す る簿度を楼うとともに,多面的・多
て,概念などを活用して多面的・多角 攪的な考案ゃ深い理解を通して涵楼さ
的I=考泰したり,地理的な課題の解決 |れる日本国民としての自党,我力せ回の
に向けて構想したりする力や,～泰, I回上に対する愛情,世界の結地域の多
構想したことを効果的に説明したりす 鮮な生活文化を尊重しようとすること

|る
こと力ぐできる。さらに,それらをも
とに議論したりすることができる.

切さについての自党などを持つこ

とができる。

育てたい生徒像

(資賞・能力)

との間違

主体的に生きる平和で民主的な国家

及び社会の有為な形成者に踏要な公

民としての重要な資質・能力。

社会的事象について,地理的な見方

や考え方を働かせ,多面的・多角的に

考泰したり自らの考えを表現したり

する力。

広い視野に立ち,グローバル化する

国際社会において,世界の結地域の

課題を追究したり解決したりする活

動に主体的に取り組む力。

評価方法

主な

定期考査

観察

ペアワーク

定期考査

レポート

発表

ノートやレポートの記述

投業中の発宮

生徒の自己評価と相互評́価



学習の到違目粽

知識・技能 思考・判断・を現 主体的に学習に取り組む鱚皮学習内容学期

地形について,よりよい社

などのさまざまな地形の成因

や,人間活動とどのように関

わっているかについて考際す

ることおtできる。

気候について,気候変動や異

常気象の原因について理解

し,その対策やよりよい社会の

実現におけての課題を主体

的に追究しようとしている。

日本の自然環境について,よ

りよい社会の実現を視野にそ

こでみられる操題を主体的に

追究しようとしている。

持続可能な社会に向けての

課題について図書館やインタ

ーネットで調べたり,グループ

で話し合ったりで喜る。

地球と人類が共存できる持

縮可能な社会をつくり出すた

めに自身のできることを考え

ることおtでセる。

地形などのさまざまな地形に

は,どのような特徴や成因が

あり,人間活動とどのように

関わつているかについて理解

している。

気温や眸水■,嵐などと長未

とする気候の違いは,どのよう

な要因で生まれ,人 の々生活

にどのような影響を与えてい

るかについて理解している。

気温や眸水丑;風などを要素

とする気候の違いは,どのよう

な要因で生まれ,人 の々生活

にどのような影響を与えてい

るかについて,多 面的・多角

的に考察し,表現している。

日本の地理的環境が自然災

害とどのように関係している

かについて,多衝的,多角的

にな泰し,表現している。

日本列島の地形や気候など

多様な自然環の特徴があり,

自然災害とどのように関係じ

ているかについて理解してい

る。

さまざまな地球環境問題の

原因や解決ついての取り組

みを理解している。

あ実現を視野にそこでみられ

る課題を主体的に追究しよう

としている。

I地形の成口と地球表面の起伏
2地球規模の大地形
3河川流域と海岸にみられる
小地形

4そのほかの特徴的な小地形

2節 気候

I気候の成り立与
2気候と生越系
3世界の気候区分
4さまざまな気候帯
5気候変動と異常気象

3節 日本の自然環境

1 日本の地形

2日本の気候
3開発に伴う災春と防災・減災の

取り組み

4師 地球環境問題

I地球環境問題とは

2さまざまな地球環境問題

3地球環境問題の解決に向けた
取り組み

について 続世界の

飢協の解決にむけて必要な

取り組みを調 たヽり,発表した

りすることおtできる。

世界の査料問題の原因や背

景について,多面的・多角的

に若泰しi表現することがで

きる。

食料の分配め世界的な偏り

や,飽俊や飢徹の原因にっい

て理解している。

持続可能な社会に向けて、今

後のエネルギーや電力のあり

方について探究しようとしてい

る.

エネルギーや電力についての

課題を考察することができ

る。

ェネルギー・鉱産資源につい

て,よりよい社会の実現を視

野にそこでみられる課題を主

体的に追究しようとしている

持続可能な社会の構築にむ

けて,今後の工業のあり方に

ういて主体的に追究しようと

している。

工業はどのように発展し,現

在はどのような分野や地域が

中趙となり,どのように変わろ

うとしているかについて理解

している。

世界のエネルギー・鉱産資源

の分布の偏りや,生産や消費

の不均衡をなくすためにどの

ようなことおで行われているか

について理解している。

資源・エネルギー間題につい

て,社会的背景をもrに理解

している。

資源・エネルギ…問題につい

て持続可能な社会の構築に

ために必要なことを多面的・

多角的に考泰し,表現するこ

とができる。

グローパルな視点に立ち,今

後の工業の発展にはどのよう

な取り組みが必要か考票し,

表現することがでtる。

の背景を考案することができ

る。

り方にういて,課題を主体的

に追究しようとしている。
ついて,自然環境とどのように

関わうているかについて理解

している。

I農業の発注と分布
2農業の地域区分
3現代世界の農業の現状と課題
4日本の農業の現状と課題
S世界と日本の林業
6世界と日本の水窪業

3節 エネルギー・鉱産資源

Iエネルギー資源の組類と利用

2化石燃料の分布と利用
3電力の澪11用

4鉱産資源の種類と利用

4節 資源'エネルギ…問題

1資源・エネルギーをめぐる課題

2日本の資源・エネルギー問題

5節 工業

1工業の発達と種類
2工業の立地
3世界の工業地域
4現代世界の工業の現状と課題
5工業の知識産業化とスタートア
ップ企業

6日本の工業

2節 食料問題

I世界の食料問題
2日 本の食料問題

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 2年 シラバス

授業形態

ア ドバイス

など

投業形態は,各クラスでの中斉投業です。迫宜,グルrプ学習やペアワークを取り入れていきます。定
期的に課題を提出してもらいます。年に5口定期考査を実施する予定です。

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

地歴 地理総合

。「高等学校 地理総合―世界を学び、地域をつくる」(第一

学習社)

。「新詳高等地図」(帝国書院)

・コネクト地理総合 (第一学習社)

,地理総合ノート(第T学習社)

学習の

ねらい

地理学習において主体的・対話的で深い学びを実現するために,社会的常事象の地理的な見方 ,考え
方に根ざした追究の視点とそれを活かして解決すべき課題を設定し,その課題を追究したり解決したり
する活動を通して,広い視野に立ち,グロ■パル化が進み国際理解の腱要性が増している現代において
主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に鮎要な公民としての重要な資質・能力を

培う。

知識・技能 思考・判断 主体的に学習に取り組む態度

沐日互依存関係、空間的相互依存作

1用、地域などに若日して、概念な

|どを活用して多面的・多角的に考

篠 したり、地理的な課題の解決に

1向けて構想したりする力や、考察、

博想したことを効果的に説明した

|り 、それらをもとに議論したりす

Iる力を基う。

|で見られる課題を主体的に追究、

十解決しようとする態度を基うとと

|もに、多面的・多角的な考察や深

|い理解を通して瀬基される日本国

1民 としての自覚、我が回の国上に

1対する愛情、世界の諸地域の多様

|な生活文化を尊重しようとするこ

|とあ大切さについての自党などを

深めるD

防

な

地

調

々

ベ

|こ に

に|よ1義、

十分布

つ地 理 るわ 象事 の や味 地 理 るわ に t て関 意 意 象曽事

七 の をよやや の を 社会 実現 視野 そり置位特色 関連相互

間人 自と との場所 然環境

まとめる技能を身に付けている。

世界の生活文化の多様性や,

地域や地球的課題公の取組

どを理解するとともに,地図や

情報システムなどを用いて,

ら地理に関する様

情報を通切かっ効果的にしら

育てたい生徒像

(資質,能力)
との間違

主体的に生きる平和で民主的

な国家及び社会の有為な形成者

に基要な公民としての重要な資

質・能力。

社会的諸事象の地理的な見方・

考え方に根ざして追究する力。

広い視野に立ち,世界の譜地域

の課題を追究したり解決したり

する活動に主体的に取り組む力。

主な

評価方法

定期考査

観察

ペアワーク

定期考査

レポー ト

発表

ノートやレポー トの記述

投業中の発宮

生徒の自己評価と相互評価



知識・技能 思考 '判断・表現 主体的に学習に取り組む館魔学習内容学期

(SDGs)の 考え方を学
び・地理で学習

する地球

的採題が教科をこえた探

究的な課題につながるこ

とを理解する。
・人口問題,食料問麓,居

住・都市問題,資源・エネ

ルギー間魁,地球環境関

題といつた具体的な事例

を通して理解する。

・SDGsの達成に向け,さ
まざまな主体による国際

協力の重要性を学び,消

貴者としての取組を通し

て,自 らの行動を見直すこ

とができる。

地域性を残まえて担握す

るとともにその問題の所在
や解決の方向性を図書館
やインタ‐ネットなどで調
べ,話し合うことができる。

について,可能な開発 目標

①持続可能な開発日標
(SDGs)②地球中課題の地理
的な側面③貧困間題④人口関
題⑤食料問題④持続可能な水
の利用⑦健康・福祉問題③教

育→■ンダ
=問
題③技術革新

と持続可能な産業化⑩FRりあ
る資源①エネルギ‐田麗⑫都
市・居住問題⑬地球温暖化間
題①睦地の環境問題⑮海洋の

2幸 地 と国際協カ

定大睦で分類し,多 くの

自然災害は変動帯で起き

ていることを連解する。

・地域調査について,積極

的な調査を実施できるよ

う,地颯調査の終要性を

理解し,地域調査の基本

を身につける。

:自然災害の多い日本列

島でi人々の生活に大き

な影響を与える火山災

害。水害・地療について,

自然現象やこれまで受け

てきた災害の歴史を理解

するとともに,先人の知患

が詰まった,災害に備え,

災害とともに暮らす生活

について関耐をもって若

察する。

・自然災害に備えるために

は,′ |ザードマップや緊急

地農速報の有用性を認識

するとともに,災春に強い

地形や環境について理解

し,災害に見舞われた際に

なるべく被害を減らせる

(減来)できるよう,地域防

災力を高めるために個々

人ができることを積極的に
活し合うことお゙できる。

世 を大きく変動管と安3幸 持続可能な

私たち①地球規模で見る地形
の姿と自然災害②人 の々暮ら

しを取りまく自然環境③変動帯
の自然と防災④湿潤地域の自

然と防災⑤私たちができる災

害への特え⑦地域調査の方法

地域づくりと

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 2年 シラバス

学習の

ねらい

地理総合の学習によって身につけた資質・能力をもとに,社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ,課題を追究

したり解決したりする活動を通して,広い視野に立ち,グローパル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な

国家及び社会の形成者に舛要な公民としての資質・能力を養う。

授業形態

アドバイス

など

授業形態は,各クラスでの一斉授業となります。迫宜,グループ学習やペアワークを取り入れていきます。積極的に

参加することで思考力や表現力を楼いましょうと定期的に課題も提出してもらいます。年に5回定期を査を実施する

予定です。

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

地理歴史 地理探究 I

新詳 地理探究 (帝回書院)
新辞 高等地図 (帝国書院)
新編 地理資料 2025(と うほう)
データブックオブザワールド2024(二宮書店)

地理用語集  (山川出版)

評́価の観点 知識・技能 患考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

世界の生活文化の多様性や,申災, I 地理に四わる事象の意味や意義,特 1 地理に関わる諸事象について,よ り
贈域や地球的課題への取組などを理解 1色や相互の間違を,位置や分布,場所,|よ い社会の実現を視野にそこで見られ

するとともに,地図や地理情報システ 十人間と自然環境との相互依存関係,空 |る課題を主体的に追売,解決しようと
ムなどを用いて,調査や諸資料から地 簡的相互依存作用,地域などに若日し Iす る態度を養うととも!こ ,多面的デ多
駆に関する様々な情報を通切かつ効果 |て ,概念などを活用して多面的・多角 臓的な考際や深い理解を通して瀬桂さ
的に調べまとめる技能を身に付けるこ 1的に考察したり,地理的な課題の陣決 |れな日本国民としてめ白此,我が国の
とができる。            Iこ 向けて構想したりする力や,考察, 1回上に対する愛情,世界の諸地域の多

したことを効果的に説明したりす 生活文化を尊重しようとすること

ることおtできる。さらに,それらをも
とに議論したりすることができる。

についての自党などを持つこ

とおぐできる。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

主体的に生とる平和で民主的な国家

及び社会の有為な形成者に必要な公

民としての重要な資質・能力。

社会的事象について,地理的な見方

や考え方を働かせ,多面的 ,多角的に

考察したり自らの考えを表現したり

する力。

広い視野に立ち,グローバル化する

国際社会において,世界の諸地域の

課題を追究したり解決したりする活

動に主体的に取り組む力も

主な

評価方法

定鶏考査

観察

ぺ7ワ ーク

定期考査

レポート

発表

ノートやレポートの記述

投業中の発官

生徒の自己評価と相互評価



学習の劉逢回線

絞能 思考・判断・表現 主体的に学智に取り組■態度学期

地形 について , りよし大地形や

気候について,「気候変財や異

常気象の原因について理解

し,その対策やよりよい社会の

実現におけての課題を主体

的に追究しようとしている。

気江や眸水置∫風などを晏末

とする気候の違いは,どのよう

な要因で生まれ,人 の々生活

にどのような影響を与えてい

るがについて,多面的・多角

的に考察じi表現している。

地形などのさまざまな地形に

は,どのような特徴や成因が

あり,人間活動とどのように

関わつているかについて理解

しても`る。

気温や降水畳,風などを要素

とする気候の違いは,どのよう

な晏因で生まれ,人 の々生活

にどのような影響を与えてい

るかについて理解している。

の実現を視野にそこでみられ

る操題を主体的に追究しよう

としているB

などのとまざまな地形の成因

や,人間活動とどの|う に四

わっているかについて者黎す

ることができる。

1地形の成田と地球取面の範伏

2地球規模の大地形
3河川流域と海岸にみられる

小地形

4そのほかの特徴的な小地形

2師 気候

1気候の成り立ち

2気候と生億系
3世界の気候区分
4さまざまな気候帯

5気候変動と異常気象

賜

:日 本の

春とどのように関係している りよい社会の実現をお見野にそ

かについて,多面的。多角的 こでみられる課題を主体的に

ついて,よ

追究しようとしている。に考黎し,表現している。

日本列 気候など

持続可能な社会に向けての

課題について図書館やインタ

ーネヴトで調べたり,グループ

で話し合つたりできる。

地球と人類が共存できる持

続可能な社会をつくり出すた

めtと自身のできることを考え

ること力tできる。

さまざまな地球環境問旭の

原因や解決ついての取り組

みを理解している。

多様な自然環の特徴があり,

自然災害ヒどのように関係じ

ているかについて理解してい

るE

1日本の地形

2日本の気候

3開発に伴う災害と防災・減災の

取り組み

4節 地球環境問題

i地球環境間翠ヒは

2さまざまな地球環境間狙

3地球環境問題め解決に向けた

取り組み

3 日 自

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 2年 シラバス

投業形態

ア ドバイス

など

各クラスで行う一斉授業です。迫宜グループ学習やペアワギクを取り入れて行います。予習として、

撻ず教科書を読んで、投業に参加してください。定期的に課題を提出してもらいます。

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

公民科 公共 2 教科書 :T新版 公共』[数研出版〕

学習の

ねらい

人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諾課題を追究したり解決したりする

活動を通して、広い視野に立ち、グローパル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及

び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)現代の諸課題を提え考察し、選択「判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解する
とともに、諸資料から、倫理的主体などとして活動するために姓要となる情報を通切かつ効果的に調

べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2)現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における

基本的原理を活用して、事実を基に多面的・多角的に考察し公工に判断する力や、合意形成や社会今

画を視野に入れながら構想したことを議論する力を基う。

(3)よ りよい社会の実現をi見野に、現代の諾課題を主体的に解決しようとする態度を姿うとともに、

多面的・多角的な考泰や深い理解を通して涵基される(現代社会に生きる人間としての在り方生き方
についての自党や、公共的な空間に生き国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を

図ることや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自党などを深

める。

評価の観点 知識・技能 思考 :判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

選択・判断の手掛かりとなる

概念や理論、及び倫理、政治、経

済などに関わる現代の講課題に

ついて理解しているとともに、

諸資料から様々な情報を通切か

つ効果的に調べまとめている。

現代の諸課題について、事実

を基 ,こ概念などを活用して多面

的・多角的に考察したり、解決に

向けて公工に判断したり、合意

形成や社会会画を視野に入れな

がら構想 したことを議論してい

る。

国家及び社会の形成者 とし

て、よりよい社会の実現を視野

に、現代の諸課題を主体的に解

決しようとしている。

育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

・概念や理論について理解する

力      :
・情報を通切かつ効果的にまと

めるカ

・多面的・多角的に考察し、判断

するカ

・構想したことを議論したり表

現するカ

。課題解決カ

・粘り強く取り組むカ

・自らの学習を調整するカ

主な

評価方法

定期考査

課題

観察

ペアワーク等

定理者査

レポート

発表

課題の取組状況

ノートやレポートの記述

投業中の発吉

生徒の自己評価と相互評価



学習の到違日標

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度学期 学習内容

はかる重要な時期である

ことを理解している。

・吉代ギリシアや中国。日

本の思想家の思想内容、

二大宗教の内容を理解し

ている。

・自己形成の課題につい

て考察することができる。

・先哲の思想や宗教・文化

が自分自身の生き方に与

えている影響に気づくこと

ができる。

よりよく生きることについて

の自党を深められている。

・自分自身の生き方を検

証し、自らにできることを

主体的に追究しようとして

t｀る。

年期は自立や自作を第 1幸

公共的な空間をつくる私たち

第 1節 青年期と自己形成

第2節 人間としての自党

第3節 日本人としての白覚

思想内容を理解していう。

・地球環境問題など現代

の諸課題について理解し

ている。

間としてのあり方生き方を る考え方を使つて、現代の

考察するための還択・判 譜課題を主体的に追究じ

断の手がかりが考察でき ようとしてと`る。

・西洋近現代の思想 の りとな判

ている。

ιこおおけ第2章

公共的な空間における人間と

してのあり方生き方

第 1師 西洋近現代の思想

第2節 現代の結課題と倫理

・民主政治のあゆみを理

解している。

・日本国憲法のユ大原理

や憲法で保障されている

権利を理解している。

。国家とイ固人のあり方を考

泰することができる。

・国際情勢の変化にとも

ない、日本の平和主義の

あり方がどう変化していつ

たのかを考察することが

`民主政治
と自らの生活と

の関わりについて理解しt

主体的に生きる人間のあり

方生き方について深く考え

ようとしている。

で き

第3幸
公共的な空間にお:する基本

原理

第 1師 民主社会の基本原理

第2節 日本社会の基本原理

'日 本回憲法にみられる
二権相互の関係と役割を

理解している。
・選挙のしくみ、政党の役

割、地方自治の現状と課

題などを理解している。

について主体的に考察す

ることができている。

・日本の政治について課
題を発見し、解決する見
通しか持てている。

実施により裁判や選挙を

身近に提え積極的にみ画

する自党を持つことができ

ている。
・主権者としてみ加しよう

という意欲を持つことがで

模擬裁判や模操投 の・行政機能の拡大の是,F第4章

現代の民主政治と政治李加

の意義

第 I節 日本の政治機構

第2節 政治み加と民主政治

の課題

企業の果たす役割を理解

している。

・金融・財政の仕組みを理

解している。

・戦後日本のあゆみが理

解できている。

・私法i契約の原則、

"働問題や社会保障にういて

理解している。

て、価格変動に,ぃて考

察できる。

・不況や好況など景気の

先行きが判断でき、自ら

経済の動向を予測でき

る。
。現代経済の諸問題につ

いて、解決の方法を考察

することができる。

。消費税や所得税などの

税金の使途に関`せが持て

ている。

・経済社会に主体的に生

きる一員として、今後の日

本経済について見4しが

立てられている。

・犀用・労働問題や社会保

障・福社の課題について

主体的に追究しようとして

いる。

・需要・供給 線メカニズムと

現代の経済社会と経済活動

のあり方

第 1節 経済のしくみと市場機

構

第2節 財政と金融

第3怖 日本経済の碧展と変

化

第4師 豊かな生活と福社の

実現

第5

役曹Jを理解している。

・冷戦の成立と終結後の

国際政治の流れを理解し

ている。

・戦後の国際経済の流れ

を理解している。

なりの意見を持ち、他者に 1本のあゆみを考察し、将来

説明できる。

・発展途上回の現状を知

り、自らがどのようなこと

ができるかを考えることが

できる。

の展望を持つことができ

る。

・国際社会の課題につい

て主体的に追究しようとし

ている。

会のなかで戦後日問題について自分 1口な と

国際社会の動向と日本の役

割

第 I節 国際政治の動向

第2節 国際政治の採題と日

本の役割

第3節 国際経済の動向と国

際協カ

ぃて、その問題の所在、現

状、問題点などを理解して

ヽヽる。

角的・多面的に考察し、そ

の内容をレポートや口頭

発表などによつて的確に

表現できている。

。それぞれが選択した課題

にういて、今後も継続して

探究しようという意欲を持

つことができている。

。現代 会の諸問題をにつ持続可能な社会づくりの主体

となる私たち

・課題探究の観点

・課題探究の手引き

備考



今和 7年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 2年 シラバス

教科名 科日名 (検内名称) 単位数 教 材

公民科 公共 2 教科書 :『新版 公共』〔数研出版〕

学習の

ねらい

人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決したりする

活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及

び社会の有為な形成者に雖要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 !
(1)現代の諸課題を提え考察し、選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解する
とともに、諸資料から、倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を通切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2)現実社会の諸課題の解決に向けてt選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における
基本的原理を活用してt事実を基に多面的 ,多 角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会各
画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。             !
(3)よ りよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする題度を基うとともに、
多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵基される、現代社会に生きる人間としての在り方生き方

についての自党や、公共的な空間に生き国民主権を担う公民として、自回を愛し、その平和と繁栄を

図ることや、各回が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自党などを深

める。

投業形越

アドバイス

など

各クラスで行う一斉投業です。迫宣グループ学習やペアワークを取り入れて行います。予習として、
盛ず教科書を読んで、投業に各加してください。定期的に課還を提出してもらいます。

評価の観点 知識・技能 思考 デ判断・表現 主体的に学習に取り組お態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

選択・判断の手掛かりとなる

概念や理論、及び倫理、政治、経

済などに関わる現代の諸課題に

ついて理解しているとともに、

諸資料から様々な情報を通切か

つ効果的に調べまとめている。

現代の諸課題について、事実

を基に概念などを活用して多面

的・多角的に考察したり、解決に

向けて公正に判断したり、合意

形成や社会各画を視野に入れな

がら構想したことを議輪してい

る。

国家及び社会の形成者 とし

て、よりよい社会の実現を視野

に、現代の諸課題を主体的に解

決しようとしている。

育てたい生徒像

(資質1能力)
との関連

・概念や理論について理解する

カ

・情報を通切かつ効果的にまと

めるカ

,多面的・多角的に考察し、判断

するカ

!構想したことを議論したり表

現するカ

・課題解決カ

・粘り強く取り組むカ

・自らの学習を調整するカ

主な

評価方法

定期考査

課題

視察

ぺ7ワ ーク等

定期考査

レポート

発表

課題の取組状況

ノートやレポニトの記述

投業中の発宮

生徒の自己評価と相互評価



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む憾慶学期

はかる重要な時期である

ことを理解している。

・古代ギリシアや中国・日

本の思想家の思想内容、

三大宗教の内容を理解し

ている。

・自己形成の課題につい

て考泰することができる。

・先哲の思想や宗教・文rヒ
が自分自身の生き方に与

えている影響に気づくこと

ができる。

よりよく生きることについて

の自党を深められている。

・自分自身の生き方を検

証し、自らにできることを

主体的に追究しようとして

いる。

青年期は自立や自 を第 I章

公共的な空間をつくる私たち

第 l節 青年期と自己形成

第2節 人間としての自覚

第3節 日本人としての自党

思想内容を理解している。

・地球環境簡題など現代

の諸課題について理解し

て七ヽる。

・′ム`共的な空間における人
間としてのあり方生き方を

考察するための建択・判

断の手がかりが考察でき

てヽ るヽ。     i

る考え方を使Pて、現代の

諸課題を主体的に追究し

ようとしてヽ`る。

選択 `判断
の手がかりとな・西第2章

公共的な空間における人四と

してのあり方生き方

第 I節 西洋近現代の罵憾

第2節 現代の諸課題と倫理

・民主政治のあゆみを理

解している。

・日本国憲法のユ大原理

や憲法で保障されている

権琴Jを理解しているょ

泰することができる。

・国際情勢の変化にとも

ない、日本の平和主義の

あり方がどう変化していつ

たのかを考泰すること力|

・民主政治と自らの生活と

の関わりについて理解し、

主体的に生きる人間のあり

方生き方について深く考え

ようとしている。

でき

・国家と個人のあり方を考第3章

公共的な空間における基本

原理

第 !節 民主社会の基本原理

第2節 日本社会の基本原理

。日本国憲法にみられる

手権相車の関係と役割を

理解している。
i建挙のしくみ、

i政
党の役

割、地方自治の現状と課

題などを理解している.

について主体的に考察す

ることができてヽヽる。

・日本の政治について課

題を発見し、解決する見

通しが持てている。

実施により裁判や選挙を

身近に提え積極的に各画

する自党を持つことができ

ている。
・主権者としてみ加しよう

という意欲を持つことがで

大の足非
I・行政韓能の拡 票の

る

現代め民主政治と政治今加

の意義
第I節 日本の政治機構

第2節 政治各加と民主政治

の課題

第

企業の黒たす役割 理々解

している。

・金融:財政の仕組みを理

解している。

・戦後日本のあゆみが4
解できている。

・私法・契約の原則、始働

問題や社会保障について

理解している。

て、価格変動について考

泰できる。

・不況や好況など景気の

先行きが判断でき、自ら

経済の動向を予測でき

る。
,現代経済の諸問題につ

いて、解決の方法を考察

することができる。

,消 費税や所得税などの

税金の使途に関Aが持て

ている。

・経済社会に主体的に生

きる一員として、今後の日

本経済について見通しが

立てられている。

・晟用,労働問題や社会保

障・福祉の課題について

主体的に追究しようとして

ムと :穂 要・供給曲線を つ

ヽヽる

現代の経済社会と経済清勲
のあり方

第 I師 経済のしくみと市場機

構

第2節 財政と金融

第3節 日本経済の発展と変

化

第4節 豊かな生活と穏社の

実現

ら尊

なりの意見を持ち、他者に

説明できる。

・発展途上国の現状を知

り、自らがどのようなこと

ができるかを考えること力
ぐ

できる。

本のあゆみを考察し、将来

の展望を持つことができ

る。

,国際社会の課題につい

て主体的に追究しようとし

ている。

役割を理解している。

・冷戦の成立と終縮後の

国際政治の流れを理解し

てヽヽる。

・戦後の国際経済の流れ

を理解している。

国際社会のなカヽで戦後日・回路問題について自分回 合などの組織と

国際社会の動向と日本の役

割         l
第 1節 国際政治っ動向

第2節 白際政治の課題と日

本の役割

第3節 国際経済の動向と回

際協カ

第

角的・多面的に考察し、そ

の内容をレポートや口頭

発表などによつて的確に

表現できている。

について、今後も継続して

探究しようという意欲を持

っことができている。

いて、その問題の所在、現

状、商題点などを理解して

いる。

した課題現代社会の諸問題をの諸問題につ可能な社会づくりの主体

となる私たち

。課題探究の観点

・課題探究の手引き

備考


